
問
い
合
わ
せ　
文
化
財
課
☎
５
５
２
‐
５
７
９
２
／
教
育
総
務
課
☎
５
５
２
‐
５
７
０
９

問
い
合
わ
せ　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
５
５
２
‐
５
１
１
６

令
和
元
年
度
三
宅
剣
龍
賞
・
み
ど
り
賞

文
化
・
教
育
の
発
展
に
貢
献
し
た
19
人
・
３
団
体
を
表
彰

４
月
26
日（
日
）は
丹
波
篠
山
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す

期
日
前
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す

三
宅
剣
龍
賞

川か
わ

端ば
た

浩ひ
ろ

之ゆ
き（
音
楽
指
導
）　
音
楽
指

導
な
ど
幅
広
く
文
化
活
動
に
取
り

組
み
、
長
年
に
わ
た
り
、
市
の
芸

術
文
化
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

黒く
ろ

田だ

泰や
す

子こ（
詩
吟
）　
長
年
に
わ
た

り
、
詩
吟
の
普
及
に
よ
る
市
の
伝

統
芸
能
の
振
興
に
大
き
く
貢
献

堀ほ
り

毛け

幸さ
ち

代よ（
押
し
花
ア
ー
ト
）　

押
し
花
ア
ー
ト
と
い
う
新
た
な
芸

術
の
普
及
に
努
め
、
市
の
芸
術
文

化
の
発
展
に
貢
献

森も
り

本も
と

脩し
ゅ
う

太た（
書
道
）　
市
学
校
教
育

書
道
展
小
学
生
の
部
で
、
最
優
秀

河か
ん

南な
ん

璃り

香こ（
書
道
）　
市
学
校
教
育

書
道
展
中
学
生
の
部
で
、
最
優
秀

み
ど
り
賞

Ｈ
Ｃ 

Ｈ
Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ｏ 

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ

第
41
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ホ
ッ
ケ
ー
交
流
大
会
男
子
の
部
に

お
い
て
第
３
位
に
輝
い
た

兵
庫
県
立
篠
山
鳳
鳴
高
等
学
校

自
然
科
学
部　

第
43
回
兵
庫
県

高
等
学
校
総
合
文
化
祭
自
然
科

学
部
門
発
表
会
生
物
分
野
に
お

い
て
優
秀
賞

ラ
ク
ー
ン
ズ
・
ジ
ュ
ニ
ア　
第
14

回
び
わ
こ
オ
ー
プ
ン
全
国
ジ
ュ
ニ

ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
女
子
の
部

に
お
い
て
第
８
位
に
輝
い
た

山や
ま

上が
み

琴こ
と

音ね（
篠
山
東
雲
高
等
学
校
３

年
）　

第
67
回
兵
庫
県
学
校
農
業

ク
ラ
ブ
連
盟
大
会
意
見
発
表
分
野

Ⅱ
類
に
お
い
て
最
優
秀
賞
。
さ
ら

に
、
第
67
回
近
畿
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
連
盟
大
会
意
見
発
表
分
野
Ⅱ
類

に
お
い
て
も
優
秀
賞
に
輝
い
た

小こ

稲い
ね

蓮れ
ん（
篠
山
中
学
校
１
年
）

２
０
１
９
Ｂ
＆
Ｇ
全
国
ジ
ュ
ニ
ア

水
泳
競
技
大
会
男
子
４
×
50
㍍
フ

リ
ー
リ
レ
ー
に
お
い
て
第
６
位
。

ま
た
、
男
子
４
×
50
㍍
メ
ド
レ
ー

リ
レ
ー
に
お
い
て
も
第
８
位
に
輝

い
た

足あ

立だ
ち

愛あ
い

美び（
今
田
小
学
校
４
年
）

２
０
１
９
Ｂ
＆
Ｇ
全
国
ジ
ュ
ニ
ア

水
泳
競
技
大
会
小
学
３・
４
年
女

子
50
㍍
平
泳
ぎ
に
お
い
て
第
５
位

に
輝
い
た

小こ

林ば
や
し

優ゆ
う

希き（
篠
山
鳳
鳴
高
等
学
校

３
年
）　

兵
庫
県
代
表
チ
ー
ム
に

選
抜
さ
れ
、
第
43
回
全
国
高
等
学

校
総
合
文
化
祭
小
倉
百
人
一
首
か

る
た
部
門
に
出
場
し
て
活
躍

藤ふ
じ

井い

あ
か
り（
多
紀
小
学
校
６
年
）

日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟

国
際
親
善
大
会
選
手
に
選
抜
さ

れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
行
わ
れ

る
国
際
親
善
試
合
に
日
本
代
表
と

し
て
出
場

山や
ま

下し
た

奏か
な

乃の（
多
紀
小
学
校
６
年
）

日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟

国
際
親
善
大
会
選
手
に
選
抜
さ

れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
行
わ
れ

る
国
際
親
善
試
合
に
日
本
代
表
と

し
て
出
場

井い

関せ
き

良り
ょ
う

太た（
篠
山
産
業
高
等
学
校

１
年
）　

第
71
回
兵
庫
県
高
等
学

校
ユ
ー
ス
陸
上
競
技
対
校
選
手
権

大
会
１
学
年
棒
高
跳
競
技
に
お
い

て
第
２
位
に
輝
い
た

前ま
え

川か
わ

梨り

杏あ
ん（
篠
山
産
業
高
等
学
校
３

年
）　
第
74
回
兵
庫
県
学
校
農
業
ク

ラ
ブ
連
盟
県
大
会
農
業
鑑
定
競
技

生
活
の
部
に
お
い
て
最
優
秀
賞

藤ふ
じ

田た

魁か
い

誠せ
い（
篠
山
産
業
高
等
学
校

２
年
）　

第
74
回
兵
庫
県
学
校
農

業
ク
ラ
ブ
連
盟
県
大
会
農
業
鑑
定

競
技
生
活
の
部
に
お
い
て
優
秀

賞
。
さ
ら
に
、
第
70
回
日
本
学
校

農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
南
東
北
大

会
農
業
鑑
定
競
技
生
活
の
部
に
お

　
丹
波
篠
山
市
選
挙
管
理
委
員
会

で
は
、
有
権
者
の
選
挙
へ
の
関
心

を
高
め
る
と
と
も
に
、
親
し
み
の

あ
る
投
票
所
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
、
期
日
前
投
票
所
の
投
票
立
会

人
を
募
集
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

仕
事
の
内
容　
丹
波
篠
山
市
議
会

議
員
選
挙
の
期
日
前
投
票
所
立
会

人
と
し
て
、
公
正
に
投
票
が
行
わ

れ
て
い
る
か
の
監
視
を
す
る
仕
事

で
す
。

※
公
職
選
挙
法
に
お
い
て
１
カ
所

の
期
日
前
投
票
所
に
は
、
投
票

管
理
者
１
人
、
投
票
立
会
人
２

い
て
も
優
秀
賞
に
輝
い
た

清し

水み
ず

春は
る

花か（
篠
山
産
業
高
等
学
校

３
年
）　

第
74
回
兵
庫
県
学
校
農

業
ク
ラ
ブ
連
盟
県
大
会
農
業
鑑
定

競
技
生
活
の
部
に
お
い
て
優
秀
賞

中な
か

井い

帆ほ

乃の

香か（
篠
山
中
学
校
３
年
）

Ｕ
‐
15
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
ホ
ッ

人
が
必
ず
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

期　
間　
４
月
20
日（
月
）～
25
日

（
土
）

場
所
・
時
間　

①
市
役
所
本
庁
＝
８
時
30
分
～
20
時

②
各
支
所
＝
８
時
30
分
～
17
時

③
篠
山
口
駅（
丹
南
支
所
と
時
間

差
で
兼
務
）＝
18
時
～
20
時

※
丹
南
支
所
で
立
ち
会
い
の
方

は
、
18
時
か
ら
20
時
ま
で
引
き

続
き
篠
山
口
駅
で
立
ち
会
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
希
望
さ
れ
る
場
所
・
日
が
重
複

す
る
場
合
は
選
挙
管
理
委
員

会
で
調
整
し
ま
す
。

ケ
ー
女
子
日
本
代
表
チ
ー
ム
に
選

出
さ
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開

催
さ
れ
た
Ｆ
‐
Ｈ
‐
Ｅ
カ
ッ
プ
に

出
場
し
て
活
躍

馬ば

場ば

瞬し
ゅ
ん（
丹
南
中
学
校
３
年
）　

第
39
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
兵
庫
県
大
会
に
お
い
て

募
集
人
数　
各
日
、
期
日
前
投
票

所
ご
と
に
２
人（
延
べ
72
人
）

応
募
資
格　
左
記
の
す
べ
て
の
条

件
を
満
た
す
方

①
日
本
国
民
で
丹
波
篠
山
市
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方

②
選
挙
権
の
欠
格
事
項
に
該
当
し

な
い
方

③
次
の
事
項
を
遵
守
で
き
る
方

〇
指
定
さ
れ
た
場
所
、
日
時
に

必
ず
参
会
し
、
公
益
の
代
表

と
し
て
責
任
を
持
っ
て
立
会

人
の
職
務
を
果
た
す
こ
と

〇
親
し
み
や
す
い
投
票
所
づ

く
り
の
た
め
、
選
挙
人
に
明

優
秀
賞

中な
か

森も
り

俊し
ゅ
ん

介す
け（
明
石
市
立
明
石
商
業

高
等
学
校
２
年
）　

兵
庫
県
高
等

学
校
野
球
選
抜
チ
ー
ム
に
選
出
さ

れ
、
台
湾
で
開
催
さ
れ
た
国
際
試

合
に
出
場
し
て
活
躍

金か
な

井い

く
る
み（
篠
山
中
学
校
３
年
）

る
く
応
対
す
る
こ
と

〇
著
し
く
華
美
な
服
装
や
、

ジ
ー
パ
ン
、
ジ
ャ
ー
ジ
、
サ

ン
ダ
ル
な
ど
、
選
挙
人
に
不

信
感
を
抱
か
れ
る
よ
う
な

服
装
は
避
け
る
こ
と

〇
選
挙
人
投
票
時
の
私
語
は

慎
む
こ
と

※
職
務
の
性
質
上
、
当
該
選
挙
に

お
け
る
特
定
候
補
者
の
選
挙

運
動
に
携
わ
る
予
定
の
方
は
、

応
募
で
き
ま
せ
ん
。

報　
酬

①
市
役
所
本
庁
９
６
０
０
円

②
丹
南
支
所（
篠
山
口
駅
兼
務
）

　
９
６
０
０
円

第
70
回
丹
有
地
区
中
学
校
総
合
体

育
大
会
陸
上
競
技
大
会
女
子
共
通

砲
丸
投
に
お
い
て
12
㍍
49
㌢
を
記

録
し
、
第
50
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
参
加
標
準

記
録
を
突
破

③
各
支
所（
丹
南
支
所
駅
兼
務
除

く
）７
１
０
０
円

※
源
泉
徴
収
有
。

申
込
期
限　
３
月
19
日（
木
）

申
し
込
み
方
法　
右
記
お
よ
び
各

支
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）を
郵

送
ま
た
は
直
接
提
出

　芸術・文化の高揚と教育の発展に貢献された方をたたえる三宅剣龍賞・みどり賞の表彰式を2月11日、四
季の森生涯学習センターで行いました。受賞された方は次の皆さんです（敬称略）。おめでとうございます！

こ
の
一
票

　
生
か
す
あ
な
た
が

　
　
　
　
　
政
治
の
主
役
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街
か
ど

リ
ポ
ー
ト

12 

▲

13

タ
ウ
ン

ト
ピ
ッ
ク
ス

14 

▲

17

市
政

レ
ー
ダ
ー

18 

▲

21

さ
さ
や
ま
ホ
ッ
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

22 

▲

23

は
ぐ
く
み

24 

▲

25

施
設
情
報
・

相
談

26 

▲

29

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

30 

▲

35

特
集

2 

▲

11



市政レーダーふるさとの
貴重な動植物 

　この奇妙な名前の昆虫は体が丸く、
扁
へん

平
ぺい

で丸みのある板状の短い翅
はね

が鍋の
フタのようなかたちをしていることか
ら「鍋

なべ

蓋
ぶた

虫
むし

」という和名がついている。
　暗褐色で、頭部や胸部・腹部・翅の
周縁部などは黄褐色だが、色彩には個
体変異がある。
　水のきれいな河川や渓流の砂や砂

さ

礫
れき

底に生息し、他の水生昆虫の幼虫など
を捕えて体液を吸う。水中の溶存酸素
を取り入れる特殊な呼吸を行うため、
水面に出なくても生活を続けることが
できる。不用意に手でつかまえると口
器で刺されることがある。

大きさ　8.5-10mm
時　期　1年中
分　布　本州・四国・九州

丹波篠山自然塾・むしクラブ代表
大
おお

塚
つか

剛
ごう

二
じ

さんの協力

ナベブタムシ（ナベブタムシ科）

問
い
合
わ
せ　
長
寿
福
祉
課
☎
５
５
２
‐
５
３
４
６

問
い
合
わ
せ　
森
づ
く
り
課
☎
５
５
２
‐
５
０
１
３

問
い
合
わ
せ　
長
寿
福
祉
課
☎
５
５
２
‐
５
３
４
６

問
い
合
わ
せ　
創
造
都
市
課
☎
５
５
２
‐
５
１
０
６

問
い
合
わ
せ　
創
造
都
市
課
☎
５
５
２
‐
５
１
０
６

高
齢
者
・
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー

料
金
を
助
成
し
ま
す

シ
カ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
活
動
を

実
施
し
ま
す

看
護
師
、
理
学
療
法
士
な
ど
を

め
ざ
す
学
生
を
支
援
し
ま
す

第
３
次
丹
波
篠
山
市
総
合
計
画【
基
本
構
想
】

（
案
）の
答
申
を
受
け
ま
し
た

丹
波
路
自
由
席
回
数
特
急
券
の
購
入
補
助
を
し
ま
す

　
令
和
２
年
度
分
の
高
齢
者
・
障

が
い
者
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
令
和

元
年
度
に
交
付
し
た
助
成
券
の
有

効
期
限
は
３
月
31
日
で
す
。な
お
、

他
の
制
度
と
重
複
し
て
助
成
を
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
者　
市
内
在
住
で
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方（
養
護
老
人

ホ
ー
ム・特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム・

障
害
者
支
援
施
設
な
ど
の
入
所
者

　

狩
猟
期（
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
に

つ
い
て
は
、
兵
庫
県
全
域
3
月
15

日
ま
で
）に
引
き
続
き
、
農
作
物

被
害
の
軽
減
を
目
的
と
し
た
有
害

鳥
獣
捕
獲
を
行
い
ま
す
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
期
間　
3
月
16
日

（
月
）～
11
月
14
日（
土
）

実
施
場
所　
市
内
全
域（
山
林
）

対
象
鳥
獣　
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ

※
サ
ル
は
、
別
途
実
施
。

捕
獲
方
法　
銃
器
や
箱
わ
な
・
囲

い
わ
な

※
３
月
16
日
か
ら
31
日
ま
で
は
箱

わ
な
・
囲
い
わ
な
の
み

活
動
組
織　
丹
波
篠
山
市
鳥
獣
被

看
護
師
等
修
学
資
金
貸
与

対
象
者　
次
の
要
件
を
全
て
満
た

し
て
い
る
方

①
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
、
理

学
療
法
士
お
よ
び
作
業
療
法
士

法
、
言
語
聴
覚
士
法
に
規
定
す

る
学
校
ま
た
は
養
成
所
に
在
学

ま
た
は
入
学
見
込
み
の
者

②
本
人
ま
た
は
そ
の
１
親
等
の
直

系
親
族
な
ど
が
市
内
在
住

③
卒
業
後
、
１
年
以
内
に
丹
波
篠

山
市
に
居
住
し
、
看
護
師
な
ど

と
し
て
市
内
の
医
療
機
関（
24

時
間
医
療
体
制
を
実
施
し
て

い
る
市
内
の
有
床
病
院
）ま
た

は
介
護
保
険
施
設
、
障
害
者
施

設
に
勤
務
す
る
意
思
を
有
す

る
こ
と

修
学
資
金
貸
与
額　
月
額
５
万
円

（
年
間
60
万
円
）　
※
無
利
息
。

貸
与
期
間　
養
成
施
設
を
卒
業
す

る
月
ま
で
の
期
間（
休
学
・
留
年
・

【
総
合
計
画
と
は
】

　
総
合
計
画
は
、
地
方
自
治
体
の

全
て
の
計
画
の
基
本
と
し
て
、
長

期
展
望
を
も
つ
計
画
的
、
効
率
的

な
行
政
運
営
の
指
針
を
盛
り
込
み

ま
す
。
市
で
は
、
自
治
の
基
本
理

念
を
定
め
る「
自
治
基
本
条
例
」

で
、
総
合
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

を
規
定
し
て
お
り
、
令
和
２
年
度

で
現
行
の
第
２
次
総
合
計
画
が
終

期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
次
期
総

合
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

【
基
本
構
想（
案
）の
概
要
】

　
令
和
３
年
度
か
ら
10
年
間
の
め

ざ
す
将
来
像
と
将
来
の
目
標
を
明

ら
か
に
し
、
こ
れ
ら
を
実
現
す
る

た
め
の
基
本
的
な
施
策
の
方
針
で

あ
る「
基
本
構
想
」に
つ
い
て
、
市

民
や
有
識
者
で
構
成
さ
れ
る
丹
波

篠
山
市
総
合
計
画
審
議
会
か
ら

（
案
）が
示
さ
れ
ま
し
た
。
い
た
だ

い
た
案
に
つ
い
て
、
今
後
、
市
の

案
と
し
て
検
討
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
取
り
組
む
事
業
や
数

値
目
標
は
、
今
後
検
討
す
る「
前

期
基
本
計
画
」に
示
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
地
域
医
療
の
向
上
や
、
本
市
へ
の
定
住
促
進
を
目
的
と

し
て
、
修
学
資
金
貸
与
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
に
貸

与
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

後
期
分（
10
月
１
日
～
３
月
25
日

購
入
分
）

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
発
売
す
る
丹
波

路
自
由
席
回
数
特
急
券
の
購
入
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
外
へ
通

勤
・
通
学
さ
れ
て
い
る
方
は
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

３
月
２
日（
月
）～

25
日（
水
）

申
請
方
法　
下
記
の
書
類
を
創
造

都
市
課
ま
た
は
各
支
所
へ
郵
送
ま

は
除
く
）

①
75
歳
以
上
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級
所
持
者

③
療
育
手
帳
Ａ
判
定
所
持
者

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　
１
級
所
持
者

利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー　
市
の
指

定
を
受
け
た
一
般
タ
ク
シ
ー
お
よ

び
介
護
タ
ク
シ
ー

申
請
受
付
開
始
日　
３
月
18
日（
水
）

害
対
策
実
施
隊

地
域
住
民
や
入
山
者
の
皆
さ
ん
へ

　
隊
員
に
は
法
令
順
守
、
安
全
管

理
の
徹
底
を
指
導
し
て
い
ま
す

が
、
次
の
事
項
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

○
山
に
入
る
と
き
は
目
立
つ
服
装

を
心
掛
け（
迷
彩
服
は
厳
禁
、

シ
カ
に
誤
認
さ
れ
る
た
め
白

色
タ
オ
ル
も
控
え
る
）、
ラ
ジ

オ
な
ど
を
携
行
す
る

○
わ
な
設
置
の
看
板（
標
識
）が
あ

る
場
所
へ
は
近
づ
か
な
い

○
見
通
し
の
よ
い
道
を
利
用
す
る

○
猟
犬
を
見
か
け
た
ら
相
手
に
な

ら
ず
屋
内
へ
戻
る
な
ど
落
ち

着
い
て
行
動
す
る

　

野
生
動
物
の
人
里
へ
の
出
没

は
、
次
の
よ
う
な
対
策
で
低
減
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

○
電
気
柵
の
通
電
確
認
や
も
ぐ
り

込
み
箇
所
の
補
修
な
ど
防
護

柵
の
適
切
な
管
理

○
雑
草
の
刈
り
取
り
な
ど
、
隠
れ

場
所
と
な
る
茂
み
の
除
去　

○
生
ご
み
の
屋
外
保
管
や
、
収
穫

残
り
の
農
作
物
の
放
置
を
し

な
い

○
柿
の
実
な
ど
、
早
め
の
収
穫
ま

た
は
処
分

○
山
林
や
夜
間
の
外
出
時
に
は
音

の
で
る
も
の
を
携
行

○
追
い
払
い
の
実
施

停
学
期
間
は
休
止
）

申
し
込
み
方
法　

①
申
請
書（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）、
住

民
票（
本
人
住
民
票
、
市
外
在
住

の
場
合
は
そ
の
１
親
等
の
直
系
親

族
の
も
の
）、
戸
籍
抄
本
、
在
学

証
明
書
ま
た
は
合
格
証
明
書
、
連

帯
保
証
人
の
所
得
を
証
明
す
る
も

の
を
郵
送
ま
た
は
直
接
提
出

受
付
期
間　

３
月
２
日（
月
）～

23
日（
月
）必
着

貸
与
可
否
の
決
定
通
知　
４
月
下

旬
に
本
人
へ
直
接
通
知
し
ま
す

返
還
方
法　
規
定
に
基
づ
き
決
定

し
ま
す
。
な
お
、
卒
業
後
１
年
以

内
に
市
内
に
居
住
し
、
市
内
の
医

療
機
関
お
よ
び
介
護
保
険
施
設
、

障
害
者
施
設
に
看
護
師
な
ど
と
し

て
就
職
し
、
修
学
資
金
貸
与
を
受

け
た
期
間
勤
務
さ
れ
た
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
返
還
の
免
除
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

［
将
来
像
］

　
案
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
取
り
組
み
を
土
台
と
し

な
が
ら
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が

で
き
る
ま
ち
、
一
人
一
人
が
安
心

で
き
る
暮
ら
し
の
中
で
夢
や
希
望

が
実
現
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る

ま
ち
と
し
て
選
ば
れ
る
よ
う『「
丹

波
篠
山
」だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き

る
あ
な
た
の
夢
・
安
心
・
未
来
』

を
将
来
像
に
掲
げ
、
人
口
減
少
社

会
の
中
で
も
、
活
気
を
保
ち
続
け

ら
れ
る
丹
波
篠
山
市
で
あ
り
続
け

よ
う
、
と
し
て
い
ま
す
。

［
基
本
目
標
］

　
基
本
目
標
と
し
て
、
住
民
自
治

や
福
祉
・
健
康
、
教
育
、
イ
ン
フ

ラ
な
ど「
日
常
の
暮
ら
し
に
結
び

つ
く
取
り
組
み
」を「
土
台
」と
し
、

農
都
創
造
や
景
観
、
歴
史
・
文
化

な
ど「
豊
か
な
価
値
を
生
み
出
す

取
り
組
み
」を「
価
値
」と
位
置
付

け
、
将
来
像
の
実
現
を
図
る
う
え

で
の
両
輪
と
し
ま
す
。

　
答
申
を
受
け
た
基
本
構
想
案
の

デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

た
は
直
接
提
出

申
請
に
必
要
な
書
類

○
右
記
備
え
付
け
の
申
請
書（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

○
回
数
券
の
表
紙（
コ
ピ
ー
不
可
）

○
定
期
乗
車
券
の
写
し
、社
員
証
、

学
生
証
、
在
籍
・
在
学
証
明
書

の
い
ず
れ
か

※
福
知
山
方
面
へ
の
通
勤
・
通
学

で
特
急
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

助成券交付枚数　1月当たり2枚
（一部地域には2枚の加算有り）
助成額　助成券1枚の助成額は、タクシー運賃
から1,000円を控除した額の半額（2,000円を
上限）

補助額　回数券1冊あたり1,500円
（6カ月9,000円を上限）助成

※助成券の使用は、1回の乗車につき1枚を限度。乗
車地・降車地のいずれもが市内の場合のみ利用可能。

助成内容助成内容
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街
か
ど

リ
ポ
ー
ト

12 

▲

13

タ
ウ
ン

ト
ピ
ッ
ク
ス

14 

▲

17

市
政

レ
ー
ダ
ー

18 

▲

21

さ
さ
や
ま
ホ
ッ
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

22 

▲

23

は
ぐ
く
み

24 

▲

25

施
設
情
報
・

相
談

26 

▲

29

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

30 

▲

35

特
集

2 

▲

11


